
日本金属学会九州支部・日本鉄鋼協会九州支部 

第 3 3 6 回 材料科 学談話 会 
九州大学超顕微解析研究センター、微細構造解析プラットフォーム「ナノマテリアル開発のため

の超顕微解析共用拠点」共催 

第 2 2 0 回 ＨＶＥ Ｍ研究 会 

のお知らせ 

平成 30年 6月 7 日 

東北大学金属材料研究所より、今野豊彦教授をお招きし、下記の内容でご講演いただ

きます。皆様、奮ってご参加下さい。 

【日  時】平成 30年 6月 28日（木） 17時 00分～18時 00分 

【会  場】九州大学筑紫キャンパス 総理工 D棟 1階 109室 

     （〒816-8580 福岡県春日市春日公園 6-1） 

【講  師】 今野豊彦 教授（東北大学 金属材料研究所） 

【講演題目】 技術の進歩と社会における科学者の在り方 

【要  旨】産学連携やオープンイノベーションという言葉が日常的に耳にされる今日だが、

日本における技術の進歩を顧みることにより、これらが現代特有の事情では決してないこと

をまず確認したい。具体例としては近代鉄鋼産業の勃興と日本においてこの分野がどのよう

に定着してきたかをみてみたい。次に戦後、荒廃した日本の科学技術がどのように復興して

きたかを、技術者や行政が果たしてきた役割を発電に使われるタービン技術の進歩などを例

にとって振り返る。また近代～戦後にかけての技術の流れにおいて現場を知ることの大切さ

をそれぞれの時代の技術者の姿勢を学ぶことを通して触れようと思う。 

 その上でバイドール法やバブル崩壊以後の産学官連携ブーム到来の背景を再確認し、長期

的・俯瞰的視点を持つことの重要性を確認したい。 

 当日は材料科学や構造解析を専門とされておられる皆様と、専門から少し離れた様々な観

点から意見交換できれば幸いです。 

********************************************************************* 
交通手段の詳細や当研究会についてのお問い合わせは、下記の連絡先にお願いいたします。 

各講演の概要と会場へのアクセスを次ページに示します。 

材料科学談話会世話人：波多 聰 

ＨＶＥＭ研究会世話人：波多 聰・安田和弘・佐藤幸生 

連   絡   先：波多 聰（九州大学大学院総合理工学研究院） 

           E-mail: hata.satoshi.207@m.kyushu-u.ac.jp 



九州大学へのアクセスマップ。会場は筑紫キャンパスにあります。 

JR 鹿児島本線「大野城駅」から徒歩 10 分、西鉄大牟田線「白木原駅」から徒歩 20 分です。 

 

 

筑紫キャンパスマップ。会場は、③の 1 階にあります。 

 


